
質問 回答

1 本事業の支援対象を教えてください。

　本事業は、「知」の集積と活用の場を活用し、バイオエコノミーの推進に資する、研究開
発プラットフォームのプロデューサー人材の研究成果の社会実装に向けた活動を支援し
ます。

　政府の「バイオ戦略」の「バイオコミュニティの形成」に関わるものだけでなく、研究開発
プラットフォームによるバイオ関連（領域：バイオ製造、一次生産等、健康・医療）の個々
の取組も幅広く対象にします。

※バイオ戦略
https://www8.cao.go.jp/cstp/bio/index.html

2
事業内容の各メニューを全て実施する必要が
ありますか。

　事業内容の（１）関係者間の連携はもちろんのこと、（２）農林水産・食品分野の研究成
果を活用した商品化・事業化モデルの構築・検証の各メニュー（①市場性等調査・分析、
②ビジネスモデルの構築・検証、②社会受容促進のための取組）についても、全て実施
してください。

3

「事業終了後は、「知」の集積と活用の場のポ
スターセッションへの出展により本事業の成
果を発表する」とありますが、出展方法を教え
てください。

　「知」の集積と活用の場のポスターセッションは、毎年度秋頃に実施しています。出展
募集や詳細については、夏頃に、「知」の集積と活用の場産学官連携協議会のホーム
ページやメルマガ等でお知らせします。

※「知」の集積と活用の場産学官連携協議会ホームページ
https://www.knowledge.maff.go.jp/

4
本事業への応募資格について教えてくださ
い。

　「知」の集積と活用の場の研究開発プラットフォームのプロデューサー又はプロデュー
サーの推薦を受けた者を事業実施責任者（プロジェクトリーダー）としたプロジェクトチー
ムとします。プロジェクトチームの要件については、応募要領をご覧ください。

5
「知」の集積と活用の場産学官連携協議会の
会員になるには、どのような手続きが必要で
すか。

　入会の申込み等については、当該協議会の事務局（委託先：PwCコンサルティング合
同会社、電話080-3080-6169）に問い合わせてください。

※「知」の集積と活用の場産学官連携協議会ホームページ
https://www.knowledge.maff.go.jp/

6
プロデューサーの推薦を受けたいのですが、
プロデューサーを探すにはどうすればよいで
しょうか。

　「知」の集積と活用の場産学官連携協議会のホームページに掲載されている「研究開
発プラットフォーム一覧」で調べることが可能です。

※研究開発プラットフォーム一覧
https://www.knowledge.maff.go.jp/uploads/platform220228.pdf

7
プロデューサーからの推薦状について、様式
はありますか。

　企画書（別紙様式２）に添付している様式を使用してください。

8 本事業は複数年度で実施できますか。
　本事業は単年度事業です。令和４年度の事業実施期間は、契約締結の日から令和５
年３月２日（木）までとなります。

9
採択された場合、経費を支出できるのは、い
つになりますか？

　令和４年度公募であっても、委託費から経費を支出できるのは、令和４年４月１日以降
ではなく、あくまで委託契約締結日以降の取引に基づく経費です。
　委託契約締結日以降に納品された場合であっても、委託契約日以前の取引（購入契
約）である場合は、委託費から支出することはできませんので、ご注意ください。

10
共同事業体で委託事業を実施するケースを
教えてください。

　「活動費の支払対象者」が、委託契約を行う代表機関と別の機関（構成員）に所属する
場合が考えられますが、代表機関が「活動費の支払対象者」に対して経費を直接支払う
のであれば、共同事業体を構成する必要はありません。
　例１のような流れで経費の支払を行う事を想定する場合に共同事業体として実施する
ケースとなります。
　この場合、共同事業体の代表機関は、共同事業体を代表して、委託者に対して委託費
の請求や受領、実績等の報告を行っていただきます。また、他の構成員への経費の交
付、各構成員の実績報告の内容確認や取りまとめ等も行っていただきます。
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